
10

20

JP 7624912 B2 2025.1.31

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7624912号

(P7624912)
(24)登録日　令和7年1月23日(2025.1.23)(45)発行日　令和7年1月31日(2025.1.31)

(54)【発明の名称】　排ガス浄化触媒装置の製造方法

(51)国際特許分類
　   Ｂ０１Ｊ 37/02 (2006.01)
　   Ｂ０１Ｊ 35/57 (2024.01)
　   Ｂ３２Ｂ 3/12 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ０１Ｊ 37/02 ３０１Ｄ 　　　
　Ｂ０１Ｊ 35/57 　　　Ｚ 　　　
　Ｂ３２Ｂ 3/12 　　　Ｚ ＺＡＢ

(21)出願番号　 特願2021-190369(P2021-190369)
(22)出願日　 令和3年11月24日(2021.11.24)
(65)公開番号　 特開2023-77179(P2023-77179A)
(43)公開日　 令和5年6月5日(2023.6.5)

審査請求日　 令和6年6月17日(2024.6.17)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 000104607
株式会社キャタラー
静岡県掛川市千浜７８００

(74)代理人　 100099759
弁理士　青木  篤

(74)代理人　 100123582
弁理士　三橋  真二

(74)代理人　 100123593
弁理士　関根  宣夫

(74)代理人　 100208225
弁理士　青木  修二郎

(74)代理人　 100217179
弁理士　村上  智史

(74)代理人　 100122404
弁理士　勝又  秀夫

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ Ａ ） セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る ハ ニ カ ム 基 材 を 、 前 記 セ ル 流  
路 の 流 路 方 向 が 鉛 直 と な る よ う に 保 持 し 、 前 記 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工  
液 を 載 置 す る こ と 、
　 （ Ｂ ） 減 圧 ポ ン プ に よ っ て 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 前 記 塗 工 液  
を 前 記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と 、 及 び
　 （ Ｃ ） 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と 、
を 含 む 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） 及 び 前 記 工 程 （ Ｃ ） を 、 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 同 時 に 行 う 、
排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 の 下 端 面 と 、 前 記 減 圧 ポ ン プ と を 連 結 す  
る 、 １ 又 は 複 数 の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 し 、
　 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ が 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 減 圧 ポ ン プ と 連 結 さ れ て 減 圧 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置  
に 移 送 さ れ る ま で は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と を 連 結 し 、 か つ 、
　 　 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ た と き に は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ  
ャ ネ ル と の 連 結 を 解 除 し 、

請求項の数　9　（全15頁）
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　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む 第 １ 層 、 及 び 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ  
ネ ル を 含 む 第 ２ 層 を 有 し 、 こ れ ら が 積 層 さ れ た ２ 層 か ら 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に  
移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 基 材 を 前 記 次 工 程 ま で 移 送 す る 、
排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 円 盤 状 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 そ れ ぞ れ 円 盤 状 の 前 記 第 １ 層 及 び 前 記 第 ２ 層 が 同 軸 に 積 層 さ れ た  
２ 層 の 円 盤 状 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 の 前 記 第 １ 層 に 対 す る 相 対 的 な 移 動 が 回 転 で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 第 １ 層 の 面 の う ち の 、 前 記 第 ２ 層 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 、 前 記 減 圧 ポ ン プ と  
連 結 さ れ る た め の 、 ポ ン プ 連 結 開 口 部 、 及 び
　 　 前 記 第 ２ 層 側 の 面 に 、 前 記 第 １ 層 の 円 周 に 沿 っ て 弧 状 に 開 口 す る 、 弧 状 開 口 部
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 第 ２ 層 の 面 の う ち の 、 前 記 第 １ 層 側 の 面 に 開 口 す る 、 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と  
連 結 さ れ る た め の 、 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 、 及 び
　 　 前 記 第 １ 層 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 の 下 端 面 と 連 結 さ れ  
る た め の 、 基 材 連 結 開 口 部
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 層 が 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る と き に 、
　 　 前 記 第 ２ 層 が 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送  
さ れ る ま で は 、 前 記 第 ２ 層 の 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 前 記 第 １ 層 の 前 記 弧 状 開 口  
部 の 弧 形 に 沿 っ て 移 動 し 、 か つ 、
　 　 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ た と き に は 、 前 記 第 ２ 層 の 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開  
口 部 が 、 前 記 第 １ 層 の 前 記 弧 状 開 口 部 の 弧 形 か ら 外 れ る こ と に よ り 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と  
前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と の 連 結 が 解 除 さ れ る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 前 記 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 中 心 角 が 、 ９ ０ ° 以 上 ２ ７ ０ ° 以 下  
で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る 基 材 を 、 前 記 セ ル 流 路 の 流 路 方 向 が  
鉛 直 と な る よ う に 保 持 し 、 前 記 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 を 載 置 す る 、  
塗 工 液 載 置 装 置 、 及 び
触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 前 記 塗 工 液 を 前  
記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と と 、 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工  
液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と と を 同 時 に 行 う 、 移 送 吸 引 装 置
を 含 む 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 の 下 端 面 と 、 減
圧 ポ ン プ と を 連 結 す る 、 １ 又 は 複 数 の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 し 、
　 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ が 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 減 圧 ポ ン プ と 連 結 さ れ て 減 圧 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 を 受 け 取 っ た 後  
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、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ る ま で は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ  
ル と を 連 結 し 、 か つ 、
　 　 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ た と き に は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ  
ャ ネ ル と の 連 結 を 解 除 し 、
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む 第 １ 層 、 及 び 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ  
ネ ル を 含 む 第 ２ 層 を 有 し 、 こ れ ら が 積 層 さ れ た ２ 層 か ら 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 前 記  
第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 基 材 を 前 記 次 工 程 ま で 移 送 す る 、
排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 そ れ ぞ れ 円 盤 状 の 前 記 第 １ 層 及 び 前 記 第 ２ 層 が 同 軸 に 積 層 さ れ た  
２ 層 の 円 盤 状 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 の 前 記 第 １ 層 に 対 す る 相 対 的 な 移 動 が 回 転 で あ る 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る 基 材 の 上 端 面 上 に 、 触 媒 コ ー ト 層 形  
成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 基 材 を 、 そ の 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 前 記 塗 工 液 を 前 記 基 材 の セ ル  
壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と と 、 前 記 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と  
と を 同 時 に 行 う 、 移 送 吸 引 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 の 下 端 面 と 、 減
圧 ポ ン プ と を 連 結 す る 、 １ 又 は 複 数 の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 し 、
　 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ が 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 減 圧 ポ ン プ と 連 結 さ れ て 減 圧 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 を 受 け 取 っ た 後  
、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ る ま で は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ  
ル と を 連 結 し 、 か つ 、
　 　 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ た と き に は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ  
ャ ネ ル と の 連 結 を 解 除 し 、
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む 第 １ 層 、 及 び 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ  
ネ ル を 含 む 第 ２ 層 を 有 し 、 こ れ ら が 積 層 さ れ た ２ 層 か ら 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 前 記 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 前 記  
第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 基 材 を 前 記 次 工 程 ま で 移 送 す る 、
移 送 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 そ れ ぞ れ 円 盤 状 の 前 記 第 １ 層 及 び 前 記 第 ２ 層 が 同 軸 に 積 層 さ れ た  
２ 層 の 円 盤 状 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 の 前 記 第 １ 層 に 対 す る 相 対 的 な 移 動 が 回 転 で あ る 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 移 送 吸 引 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 エ ン ジ ン 等 の 内 燃 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 ガ ス は 、 排 気 系 に 設 置 さ れ る 排 ガ ス 浄 化  
触 媒 装 置 に よ っ て 浄 化 さ れ た 後 、 大 気 に 放 出 さ れ て い る 。 こ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 は 、 例  
え ば 、 隔 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る ハ ニ カ ム 基 材 と 、 該 ハ ニ カ ム 基 材  
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の 隔 壁 上 及 び ／ 又 は 隔 壁 中 に 形 成 さ れ た 触 媒 コ ー ト 層 と を 含 む 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 は 、 例 え ば 、 ハ ニ カ ム 基 材 上 に 、 触 媒 コ ー ト 層 の 原 料 成  
分 を 含 有 す る 塗 工 液 を コ ー ト し た 後 、 焼 成 す る こ と に よ り 、 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 ハ ニ カ ム 基 材 上 へ の 塗 工 液 の コ ー ト を 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 片 方 の 端 面 に 塗 工 液 を  
載 置 し 、 反 対 側 の 端 面 か ら 吸 引 す る 方 法 に よ っ て 行 う こ と が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許  
文 献 １ に は 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 第 １ 端 面 に 塗 工 液 を 貯 留 可 能 と す る 枠 型 形 状 の 貯 留 治 具 を 装  
着 し て 、 第 １ 端 面 上 に 塗 工 液 を 貯 留 し た う え で 、 第 １ 端 面 と 反 対 側 の 第 ２ 端 面 側 の 圧 力 を  
、 第 １ 端 面 側 の 圧 力 に 対 し て 相 対 的 に 低 く し て 、 第 １ 端 面 か ら 第 ２ 端 面 へ の 塗 工 液 の 流 れ  
を 生 じ さ せ る こ と に よ り 、 ハ ニ カ ム 基 材 上 へ 塗 工 液 を コ ー ト す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 工 業 的 な 製 造 は 、 自 動 加 工 シ ス テ ム に よ っ て 行 わ れ る  
こ と が 通 常 で あ る 。 自 動 加 工 シ ス テ ム で は 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 複 数 の 加 工 ス テ ー  
シ ョ ン を 設 け 、 上 流 側 の 加 工 ス テ ー シ ョ ン か ら 下 流 側 の 加 工 ス テ ー シ ョ ン に 被 加 工 体 を 移  
送 し な が ら 、 順 次 に 加 工 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 自 動 加 工 シ ス テ ム で は 、 各 加 工 ス テ ー シ ョ ン に お け る 加 工 時 間 は か な ら ず し  
も 一 致 し な い 。 こ の 場 合 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 設 け ら れ た 一 連 の 加 工 ス テ ー シ ョ ン  
の う ち の 、 最 も 長 い 加 工 時 間 を 要 す る 加 工 ス テ ー シ ョ ン に お け る 加 工 が 、 工 程 全 体 の 律 速  
段 階 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 場 合 、 律 速 と な る 加 工 装 置 を 複 数 設 け 、 こ れ ら を 自 動 加 工 シ ス テ ム の 上 流 側  
か ら 下 流 側 に 向 け て 並 べ て 配 置 し て 、 律 速 工 程 を 分 担 し て 行 わ せ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に は 、 搬 送 ラ イ ン に 沿 っ て ワ ー ク （ 被 加 工 体 ） を 搬 送 す る 搬 送 手 段  
と 、 こ の 搬 送 ラ イ ン の 近 傍 に 設 け ら れ た 加 工 手 段 と で 構 成 し た 搬 送 装 置 に お い て 、 搬 送 ラ  
イ ン 上 の 先 行 の ワ ー ク を 把 持 し て 上 昇 さ せ る 追 い 越 し 補 助 手 段 を 設 け 、 後 行 の ワ ー ク が 先  
行 の ワ ー ク を 追 い 越 し て 先 に 搬 送 さ れ る よ う に す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ０ １ ５ ７ ０ ４ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ７ ９ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ハ ニ カ ム 基 材 上 へ の 塗 工 液 の コ ー ト が 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 片 端 面 へ の 塗 工 液 の 載 置 、 及 び  
反 対 側 端 面 か ら の 吸 引 に よ っ て 行 わ れ る 場 合 、 吸 引 工 程 が 律 速 と な る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 具 体 的 に は 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 端 面 へ の 塗 工 液 の 載 置 、 及 び 吸 引 を 伴 う コ ー ト 方 法 で は 、  
ハ ニ カ ム 基 材 の 片 端 面 へ の 塗 工 液 の 載 置 工 程 よ り も 、 反 対 側 端 面 か ら の 吸 引 工 程 の 方 が 長  
時 間 を 要 す る 場 合 が 多 く 、 し た が っ て 、 吸 引 工 程 が 塗 工 液 コ ー ト の 律 速 に な る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 吸 引 工 程 が 律 速 に な る ハ ニ カ ム 基 材 上 へ の 塗 工 液 の コ ー ト に 対 し て 、 特 許 文 献 ２ に 記 載  
の 方 法 を 適 用 す る と 、 塗 工 液 の 載 置 か ら 吸 引 開 始 ま で の 時 間 が ハ ニ カ ム 基 材 ご と に 区 々 に  
な り 、 得 ら れ る コ ー ト 層 の 品 質 が ハ ニ カ ム 基 材 ご と に ば ら つ く こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法 に 代 え て 、 所 定 の 加 工 時 間 を 要 す る あ る 加 工 に つ い て 、 １ つ の  
ワ ー ク を 複 数 の 加 工 装 置 に 順 次 に 受 け 渡 し て 、 そ れ ぞ れ の 加 工 装 置 に お い て 少 な い 時 間 の  
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加 工 を 分 割 し て 行 い 、 複 数 の 加 工 装 置 の 全 体 で 所 定 の 加 工 時 間 を 確 保 す る こ と が 考 え ら れ  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 ハ ニ カ ム 基 材 上 へ の 塗 工 液 の コ ー ト に お い て 、 端 面 へ の 塗 工 液 の 載 置 後 の 吸 引  
を 分 割 し て 行 う と 、 コ ー ト 層 に ム ラ が で き 、 排 ガ ス 浄 化 能 が 損 な わ れ る こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 技 術 の 自 動 加 工 シ ス テ ム で は 、 被 加 工 体 を あ る 加 工 ス テ ー シ ョ ン か ら 次  
の 加 工 ス テ ー シ ョ ン ま で 移 送 し て い る 間 に は 、 被 加 工 体 に 加 工 を 施 す こ と は で き な い 。 そ  
の た め 、 各 加 工 ス テ ー シ ョ ン に お け る 加 工 時 間 の 他 、 移 送 時 間 も プ ロ セ ス タ イ ム の 一 部 と  
し て 考 慮 す る 必 要 が あ り 、 全 体 の 加 工 時 間 を 短 縮 す る 際 の 妨 げ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ハ ニ カ ム 基 材 上 へ の  
塗 工 液 の コ ー ト が 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 片 端 面 へ の 塗 工 液 の 載 置 、 及 び 反 対 側 端 面 か ら の 吸 引  
に よ っ て 行 わ れ る 場 合 に 、 所 定 の 吸 引 時 間 を 確 保 し つ つ 、 工 程 全 体 の 加 工 時 間 を 短 く す る  
こ と の で き る 、 効 率 の 高 い 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 《 態 様 １ 》 （ Ａ ） セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る ハ ニ カ ム 基 材 を 、  
前 記 セ ル 流 路 の 流 路 方 向 が 鉛 直 と な る よ う に 保 持 し 、 前 記 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト 層  
形 成 用 塗 工 液 を 載 置 す る こ と 、
　 （ Ｂ ） 減 圧 ポ ン プ に よ っ て 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 前 記 塗 工 液  
を 前 記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と 、 及 び
　 （ Ｃ ） 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と 、
を 含 む 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） 及 び 前 記 工 程 （ Ｃ ） を 、 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 同 時 に 行 う 、
排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ２ 》 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 の 下 端 面 と 、 前 記 減 圧 ポ ン プ  
と を 連 結 す る 、 １ 又 は 複 数 の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 す る 、 態 様 １ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置  
の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ３ 》 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ が 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ  
ル を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 減 圧 ポ ン プ と 連 結 さ れ て 減 圧 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置  
に 移 送 さ れ る ま で は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と を 連 結 し 、 か つ 、
　 　 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ た と き に は 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と 前 記 第 １ の 減 圧 チ  
ャ ネ ル と の 連 結 を 解 除 す る 、
態 様 ２ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ４ 》 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む 第 １ 層 、 及 び 前 記 第 ２  
の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む 第 ２ 層 を 有 し 、 こ れ ら が 積 層 さ れ た ２ 層 か ら 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 層 は 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に  
移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 基 材 を 前 記 次 工 程 ま で 移 送 す る 、
態 様 ３ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ５ 》 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 円 盤 状 で あ る 、 態 様 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 排  
ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ６ 》 前 記 移 送 吸 引 装 置 が 、 そ れ ぞ れ 円 盤 状 の 前 記 第 １ 層 及 び 前 記 第 ２ 層 が 同 軸 に  
積 層 さ れ た ２ 層 の 円 盤 状 で あ り 、
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　 前 記 第 ２ 層 の 前 記 第 １ 層 に 対 す る 相 対 的 な 移 動 が 回 転 で あ る 、
態 様 ４ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ７ 》 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 第 １ 層 の 面 の う ち の 、 前 記 第 ２ 層 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 、 前 記 減 圧 ポ ン プ と  
連 結 さ れ る た め の 、 ポ ン プ 連 結 開 口 部 、 及 び
　 　 前 記 第 ２ 層 側 の 面 に 、 前 記 第 １ 層 の 円 周 に 沿 っ て 弧 状 に 開 口 す る 、 弧 状 開 口 部
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 前 記 第 ２ 層 の 面 の う ち の 、 前 記 第 １ 層 側 の 面 に 開 口 す る 、 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と  
連 結 さ れ る た め の 、 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 、 及 び
　 　 前 記 第 １ 層 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 の 下 端 面 と 連 結 さ れ  
る た め の 、 基 材 連 結 開 口 部
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 層 が 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る と き に 、
　 　 前 記 第 ２ 層 が 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送  
さ れ る ま で は 、 前 記 第 ２ 層 の 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 前 記 第 １ 層 の 前 記 弧 状 開 口  
部 の 弧 形 に 沿 っ て 移 動 し 、 か つ 、
　 　 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ た と き に は 、 前 記 第 ２ 層 の 前 記 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開  
口 部 が 、 前 記 第 １ 層 の 前 記 弧 状 開 口 部 の 弧 形 か ら 外 れ る こ と に よ り 、 前 記 基 材 の 下 端 面 と  
前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と の 連 結 が 解 除 さ れ る 、
態 様 ６ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ８ 》 前 記 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 前 記 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 中 心 角 が 、 ９ ０ ° 以 上 ２  
７ ０ ° 以 下 で あ る 、 態 様 ７ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 。
　 《 態 様 ９ 》 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る 基 材 を 、 前 記 セ ル 流 路 の  
流 路 方 向 が 鉛 直 と な る よ う に 保 持 し 、 前 記 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 を  
載 置 す る 、 塗 工 液 載 置 装 置 、 及 び
　 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 前 記 塗 工 液 を 前 記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び  
セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と と 、 前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す  
る こ と と を 同 時 に 行 う 、 移 送 吸 引 装 置
を 含 む 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム 。
　 《 態 様 １ ０ 》 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る 基 材 の 上 端 面 上 に 、 触  
媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 基 材 を 、 そ の 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 前 記 塗 工 液 を 前  
記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と と 、 前 記 基 材 を 、 次 工 程 ま で  
移 送 す る こ と と を 同 時 に 行 う 、 移 送 吸 引 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 よ る と 、 ハ ニ カ ム 基 材 上 へ の 塗 工 液 の コ ー ト が 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 片 端 面 へ の 塗 工  
液 の 載 置 、 及 び 反 対 側 端 面 か ら の 吸 引 に よ っ て 行 わ れ る 場 合 に 、 所 定 の 吸 引 時 間 を 確 保 し  
つ つ 、 工 程 全 体 の 加 工 時 間 を 短 く す る こ と の で き る 、 効 率 の 高 い 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製  
造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 移 送 吸 引 装 置 の 一 例 の 概 要 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る 移 送 吸 引 装 置 の 一 例 の 、 第 １ 層 及 び 第 ２ 層 の 内 部 構 造 を 示 す 、 内  
部 透 視 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 《 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 》
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 は 、
　 　 （ Ａ ） セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る ハ ニ カ ム 基 材 を 、 セ ル 流 路  
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の 流 路 方 向 が 鉛 直 と な る よ う に 保 持 し 、 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 を 載  
置 す る こ と （ 塗 工 液 載 置 工 程 ） 、
　 　 （ Ｂ ） 減 圧 ポ ン プ に よ っ て 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、  
塗 工 液 を 前 記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と （ 吸 引 コ ー ト 工 程  
） 、 及 び
　 　 （ Ｃ ） （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と （ 移 送 工 程 ） 、
を 含 む 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 　 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 及 び （ Ｃ ） 移 送 工 程 を 、 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 同 時 に 行 う 、
排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 で は 、 移 送 吸 引 装 置 を 用 い て 、 触 媒 コ ー ト 層 形  
成 用 塗 工 液 載 置 後 の 基 材 の 移 送 と 吸 引 と を 同 時 に 行 う 。 こ の 方 法 に よ る と 、 吸 引 待 ち の 渋  
滞 が 発 生 し な い の で 、 ハ ニ カ ム 基 材 へ の 塗 工 液 の 載 置 か ら 吸 引 開 始 ま で の 時 間 を 、 容 易 に  
所 定 の 時 間 に 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 方 法 で は 、 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 、  
１ つ の ハ ニ カ ム 基 材 に つ い て の 吸 引 工 程 が 中 断 を 経 ず に 行 わ れ る 。 し た が っ て 、 得 ら れ る  
コ ー ト 層 に ム ラ が 発 生 し 難 く 、 高 品 質 の コ ー ト 層 が 得 ら れ る 。 更 に 、 本 発 明 の 方 法 に よ る  
と 、 従 来 技 術 に お い て は 、 被 加 工 体 に 加 工 を 施 す こ と は で き な か っ た 移 送 時 間 に も 、 吸 引  
コ ー ト 工 程 が 実 施 さ れ る の で 、 工 程 全 体 の 加 工 時 間 を 、 極 め て 短 く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 し た と お り 、 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 は 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 、  
（ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 、 及 び （ Ｃ ） 移 送 工 程 を 含 み 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に お  
い て 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 及 び （ Ｃ ） 移 送 工 程 を 、 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 同 時 に 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 の 各 要 素 に つ い て 、 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 〈 基 材 〉
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に 適 用 さ れ る 基 材 は 、 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ  
た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る ハ ニ カ ム 基 材 で あ る 。 こ の ハ ニ カ ム 基 材 は 、 例 え ば 、 コ ー ジ ェ  
ラ イ ト 、 Ｓ ｉ Ｃ 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 無 機 酸 化 物 粒 子 等 の 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 、 例 え ば 、  
ス ト レ ー ト フ ロ ー 型 又 は ウ ォ ー ル フ ロ ー 型 の モ ノ リ ス ハ ニ カ ム 基 材 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 〈 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 〉
　 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 で は 、 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る ハ ニ カ  
ム 基 材 を 、 セ ル 流 路 の 流 路 方 向 が 鉛 直 と な る よ う に 保 持 し 、 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト  
層 形 成 用 塗 工 液 を 載 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 塗 工 液 載 置 工 程 は 、 塗 工 装 置 に よ っ て 行 わ れ て よ い 。 こ の 塗 工 装 置 は 、 例 え ば 、 セ ル 流  
路 の 流 路 方 向 が 鉛 直 と な る よ う に 保 持 さ れ た ハ ニ カ ム 基 材 の 上 端 面 上 に 、 塗 工 液 を 載 置 す  
る こ と が 可 能 な 塗 工 装 置 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 塗 工 装 置 は 、 例 え ば 、 枠 形 状 の 載 置 治 具 、 及 び 塗 工 液 供 給 機 を 備 え て い て よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 載 置 治 具 は 、 例 え ば 、 枠 形 状 を 有 し 、 ハ ニ カ ム 基 材 の 上 端 面 に 着 脱 可 能 に 配 置 す る こ と  
が で き 、 か つ 、 基 材 の 上 端 面 、 及 び 載 置 治 具 に よ っ て 、 塗 工 液 の 載 置 部 を 形 成 し で き る も  
の で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 塗 工 液 供 給 機 は 、 例 え ば 、 上 記 の 載 置 部 に 塗 工 液 を 供 給 し て 載 置 す る こ と が で き る 機 能  
を 有 し て い て よ い 。 こ の 塗 工 液 供 給 機 は 、 例 え ば 、 シ ャ ワ ー 式 、 ス プ レ ー 式 等 の 供 給 機 で  
あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 〈 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 〉
　 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 は 、 減 圧 ポ ン プ に よ っ て 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 を 下 端  
面 か ら 吸 引 し て 、 塗 工 液 を 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る 工 程 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 す る と 、 基 材 の セ ル 流 路 の 上 端 か ら 下 端 へ の  
空 気 の 流 れ が 生 じ 、 こ れ に よ り 、 基 材 の 上 端 面 上 に 載 置 さ れ た 塗 工 液 が セ ル 流 路 中 に 流 れ  
込 ん で 、 塗 工 液 の コ ー ト が 行 わ れ て 、 コ ー ト 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 塗 工 液 を 基 材 の セ ル 壁 上 に コ ー ト す る と は 、 塗 工 液 の コ ー ト 層 が 、 セ ル 流 路 に 面 す る セ  
ル 壁 の 表 面 上 に 形 成 さ れ る 態 様 の コ ー ト を 意 味 す る 。 ま た 、 塗 工 液 を 基 材 の セ ル 壁 中 に コ  
ー ト す る と は 、 塗 工 液 の コ ー ト 層 が 、 多 孔 質 の セ ル 壁 の 細 孔 壁 の 表 面 上 に 形 成 さ れ る 態 様  
の コ ー ト を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 〈 （ Ｃ ） 移 送 工 程 〉
　 （ Ｃ ） 移 送 工 程 は 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 工 程 は 、 例 え ば 、 焼 成 工 程 、 第 ２ の 触 媒 コ ー ト 層 の 形 成 工 程 、 触 媒 成 分 の 担 持 工 程 、  
状 態 調 節 工 程 、 ケ ー シ ン グ 装 填 工 程 等 の 任 意 の 工 程 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 〈 移 送 吸 引 装 置 〉
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 で は 、 上 記 の （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 及 び （ Ｃ ）  
移 送 工 程 を 、 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 同 時 に 行 う 。 し た が っ て 、 こ の 移 送 吸 引 装 置 は 、 （ Ａ  
） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 を 次 工 程 ま で 移 送 す る 移 送 機 能 と 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の  
基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 塗 工 液 を 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す  
る 吸 引 コ ー ト 機 能 と を 併 有 す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 移 送 吸 引 装 置 の 移 送 機 能 は 、 ベ ル ト コ ン ベ ア 等 に 代 表 さ れ る 直 線 的 な 移 送 を 行 う 機 能 で  
あ っ て も よ い し 、 回 転 デ ィ ス ク 等 に 代 表 さ れ る 円 弧 状 に 移 動 す る 態 様 の 移 送 を 行 う 機 能 で  
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 移 送 吸 引 装 置 の 吸 引 コ ー ト 機 能 は 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 の 下 端 面 と 、 減 圧 ポ  
ン プ と を 連 結 す る 減 圧 チ ャ ネ ル に よ っ て 実 現 さ れ て よ い 。 移 送 吸 引 装 置 は 、 減 圧 チ ャ ネ ル  
を 、 １ 個 だ け 有 し て 行 っ て も よ い し 、 ２ 個 以 上 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 移 送 吸 引 装 置 の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 ん で  
い て よ い 。 こ こ で 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 減 圧 ポ ン プ と 連 結 さ れ て 減 圧 さ れ て い て よ い  
。 ま た 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 減 圧 状 態 の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工  
程 後 の 基 材 の 下 端 面 と を 連 結 す る こ と に よ り 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 の 下 端 面 に  
減 圧 を 印 加 す る も の で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 移 送 吸 引 装 置 に よ っ て 吸 引 コ ー ト 工 程 を 行 う 際 に は 、 基 材 の 下 端 面 と 減 圧 チ ャ ネ ル （ 特  
に 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル ） と の 連 結 部 の 気 密 を 確 保 す る た め に 、 基 材 と 移 送 吸 引 装 置 と の 間  
に 適 当 な 装 着 治 具 を 介 在 さ せ る こ と も 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル に 対 し て 相 対 的 に 移 動 す る こ と が で き る も  
の で あ っ て よ く 、 こ れ に よ り 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 の 移 送 が 行 わ れ て よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル が 移 動 す る と き 、
　 　 基 材 が 所 定 の 範 囲 内 に あ る 場 合 に は 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル と 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と が  
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連 結 さ れ た 状 態 に あ り 、 基 材 の 下 端 面 に 減 圧 が 印 加 さ れ る が 、
　 　 基 材 が 所 定 の 位 置 に 至 っ た 場 合 に は 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル と 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と の  
連 結 が 解 除 さ れ 、 基 材 の 下 端 面 の 減 圧 が 除 去 さ れ て 、 吸 引 コ ー ト 工 程 を 終 了 す る
態 様 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 移 送 吸 引 装 置 が ２ 個 以 上 の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 す る と き 、 減 圧 チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ が 第 １  
の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 し て い て よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 上 述 の 関 係 を 実 現 す る 態 様 と し て 、 例 え  
ば 、
　 　 移 送 吸 引 装 置 が 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む 第 １ 層 、 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 含 む  
第 ２ 層 を 有 し 、 こ れ ら が 積 層 さ れ た ２ 層 か ら 構 成 さ れ て お り 、
　 　 第 ２ 層 は 、 前 記 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 移 動 可 能 で あ る
態 様 が 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う な 移 送 吸 引 装 置 で は 、 第 ２ 層 が 、 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 第 １ 層  
に 対 し て 相 対 的 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 基 材 を 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 移 送 吸 引 装 置 は 、 上 記 の 機 能 を 発  
揮 で き る 限 り 、 そ の 形 態 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 に お け る 移 送 吸 引 装 置 は 、 例 え ば 、 円 盤 状 で あ っ て よ い 。 特 に 、 そ れ ぞ れ が 円 盤  
状 の 第 １ 層 及 び 第 ２ 層 を 有 し 、 こ れ ら が 同 軸 に 積 層 さ れ た ２ 層 の 円 盤 状 で あ っ て よ い 。 こ  
の 場 合 、 第 １ 層 に 対 し て 、 第 ２ 層 を 相 対 的 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ 層 に 対 し て 第 ２  
層 を 相 対 的 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な ２ 層 構 成 の 円 盤 状 の 移 送 吸 引 装 置 で は 、
　 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 第 １ 層 の 面 の う ち の 、 第 ２ 層 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 、 減 圧 ポ ン プ と 連 結 さ れ る た  
め の 、 ポ ン プ 連 結 開 口 部 、 及 び
　 　 第 ２ 層 側 の 面 に 、 第 １ 層 の 円 周 に 沿 っ て 弧 状 に 開 口 す る 、 弧 状 開 口 部
を 有 し て い て よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、
　 　 第 ２ 層 の 面 の う ち の 、 第 １ 層 側 の 面 に 開 口 す る 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と 連 結 さ れ る た  
め の 、 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 、 及 び
　 　 第 １ 層 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 、 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 の 下 端 面 と 連 結 さ れ る た め の  
、 基 材 連 結 開 口 部
を 有 し し て い て よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 第 ２ 層 が 第 １ 層 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る と き に 、 第 ２ 層 が  
前 記 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 受 け 取 っ た 後 、 当 該 基 材 が 所 定 の 位 置 に 移 送 さ れ る ま で は 、 第  
２ 層 の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 １ 層 の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で  
き る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 層 の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル は 、 第 １ 層 の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 介 し  
て 減 圧 さ れ る の で 、 第 ２ 層 の 基 材 連 結 開 口 部 上 の 基 材 の 下 端 面 に も 減 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し た が っ て 、 第 ２ 層 の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 が 、 第 １ 層 の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 に 沿 っ て  
移 動 し て い る と き に は 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 に 対 す る 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程  
と 、 （ Ｃ ） 移 送 工 程 と が 同 時 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 上 記 の 状 態 か ら 、 第 １ 層 に 対 す る 第 ２ 層 の 相 対 的 な 回 転 が 継 続 さ れ る と 、 第 ２ 層 の 減 圧  
チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 が 、 第 １ 層 の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 範 囲 か ら 外 れ る こ と に な る 。 そ う す  
る と 、 基 材 の 下 端 面 と 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル と の 連 結 が 解 除 さ れ て 、 基 材 の 下 端 面 は 常 圧 に  
戻 り 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 は 終 了 す る 。 ま た 、 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 が 、 弧 状 開 口 部  
の 弧 形 の 範 囲 か ら 外 れ る 地 点 を 、 移 送 の 目 的 地 の 近 傍 に 設 定 す る と 、 こ こ で （ Ｃ ） 移 送 工  
程 も 終 了 し て よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の よ う な 円 盤 状 の 移 送 吸 引 装 置 で は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 中  
心 角 を 調 整 す る こ と に よ り 、 塗 工 液 載 置 装 置 と 次 工 程 実 施 位 置 と の 位 置 関 係 に 応 じ た 、 適  
切 な 移 送 距 離 の 設 定 が 可 能 に な る と と も に 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 に お け る 吸 引 時 間 の 調  
節 が 可 能 な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 に お け る 吸 引 時 間 は 、 第 １ 層 に 対 す る 第 ２ 層 の 相 対 的 な 回  
転 速 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て も 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 の よ う な 円 盤 状 の 移 送 吸 引 装 置 の 第 １ 層 に お い て 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 弧 状 開 口  
部 の 弧 形 の 中 心 角 は 、 塗 工 液 載 置 装 置 と 次 工 程 実 施 位 置 と の 位 置 関 係 、 及 び 所 望 の 吸 引 時  
間 に 応 じ て 、 例 え ば 、 ９ ０ ° 以 上 、 １ ２ ０ ° 以 上 、 １ ５ ０ ° 以 上 、 １ ８ ０ ° 以 上 、 又 は ２  
１ ０ ° 以 上 で あ っ て よ く 、 例 え ば 、 ２ ７ ０ ° 以 下 、 ２ ４ ０ ° 以 下 、 ２ １ ０ ° 以 下 、 １ ８ ０  
° 以 下 、 １ ５ ０ ° 以 下 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 中 心 角 は 、 典 型 的 に は 、 ９ ０ ° 以 上 ２ ７ ０ °  
以 下 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 《 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム 》
　 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ る と 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム は 、
　 　 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る 基 材 を 、 セ ル 流 路 の 流 路 方 向 が 鉛  
直 と な る よ う に 保 持 し 、 基 材 の 上 端 面 上 に 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 を 載 置 す る 、 塗 工 液  
載   置 装 置 、 及 び
　 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 塗 工 液 を 前 記 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中  
の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と と 、 工 程 （ Ａ ） 後 の 基 材 を 、 次 工 程 ま で 移 送 す る こ と と を 同  
時 に 行 う 、 移 送 吸 引 装 置
を 含 む 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 シ ス テ ム の 各 要 素 に つ い て は 、 上 述 の 本 発 明 の 排 ガ  
ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 の 各 要 素 に つ い て の 説 明 の 該 当 部 分 を 援 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 《 移 送 吸 引 装 置 》
　 本 発 明 の 更 に 別 の 観 点 に よ る と 、 移 送 吸 引 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の 移 送 吸 引 装 置 は 、 セ ル 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の セ ル 流 路 を 有 す る 基 材 の 上  
端 面 上 に 、 触 媒 コ ー ト 層 形 成 用 塗 工 液 が 載 置 さ れ た 基 材 を 、 そ の 下 端 面 か ら 吸 引 し て 、 塗  
工 液 を 基 材 の セ ル 壁 上 及 び セ ル 壁 中 の １ つ 以 上 に コ ー ト す る こ と と 、 基 材 を 、 次 工 程 ま で  
移 送 す る こ と と を 同 時 に 行 う 、 移 送 吸 引 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 の 移 送 吸 引 装 置 の 各 要 素 に つ い て は 、 上 述 の 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造  
方 法 の 各 要 素 に つ い て の 説 明 の 該 当 部 分 を 援 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 《 実 施 形 態 》
　 図 １ 及 び 図 ２ に 、 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 装 置 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 、 移 送 吸 引 装 置  
の 一 例 の 構 成 を 示 す 。 図 １ は 、 移 送 吸 引 装 置 の 概 形 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 移 送 吸  
引 装 置 を 構 成 す る 第 １ 層 及 び 第 ２ 層 の 内 部 構 造 を 説 明 す る た め の 内 部 透 視 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ の 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） は 、 そ れ ぞ れ が 円 盤 状 の 第 １ 層 （ １ ０ ） 及 び 第  
２ 層 （ ２ ０ ） を 有 し 、 こ れ ら が 同 軸 に 積 層 さ れ た ２ 層 か ら 構 成 さ れ る 円 盤 形 状 を 有 し て い  
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） の 第 ２ 層 （ ２ ０ ） は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 破 線 で 示 し た 矢 印 の 方 向  
に 回 転 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） は 第 １ 層 （ １ ０ ） に 対 し て 相 対 的 に  
移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） の 第 １ 層 （ １ ０ ） は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ  
ル （ １ １ ） を 含 み 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） は 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １ ） を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 １ 層 （ １ ０ ） の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統 （ １ １ ａ  
） 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統 （ １ １ ｂ ） 、 及 び 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統 （ １ １ ｃ ） の  
３ つ の チ ャ ネ ル 系 統 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 １ 層 （ １ ０ ） の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） の 各 チ ャ ネ ル 系 統 は 、 第 １ 層 （ １ ０ ） の  
上 面 （ 第 ２ 層 （ ２ ０ ） 側 の 面 ） に 、 円 盤 状 の 第 １ 層 （ １ ０ ） の 円 周 に 沿 っ て 弧 状 に 開 口 す  
る 弧 状 開 口 部 を 有 し て お り 、 下 面 （ 第 ２ 層 （ ２ ０ ） と は 反 対 側 の 面 ） に は 、 減 圧 ポ ン プ と  
連 結 さ れ る た め の ポ ン プ 連 結 開 口 部 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） の 各 チ ャ ネ ル 系 統 が 有 す る 弧 状 開 口 部 は 、 同 心 状 に 形 成 さ  
れ て お り 、 こ れ ら の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 中 心 角 は 、 そ れ ぞ れ 、 約 １ ８ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 各 チ ャ ネ ル の ポ ン プ 連 結 開 口 部 は 、 減 圧 ポ ン プ 連 結 路 （ １ ２ ） を 介 し て 、 減 圧 ポ ン プ と  
連 結 さ れ て い る 。 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） で は 、 ３ つ の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル 系 統 （ １ １ ａ  
、 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ ） が 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 減 圧 ポ ン プ 連 結 路 （ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ ） を  
介 し て 、 固 有 の 減 圧 ポ ン プ （ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ ） に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 １ 層 （ １ ０ ） の 下 面 に は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） に ポ ン プ 連 結 開 口 部 以 外 の 開  
口 部 は な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １ ） は 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統 （ ２ １ ａ  
） 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統 （ ２ １ ｂ ） 、 及 び 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統 （ ２ １ ｃ ） の  
３ つ の チ ャ ネ ル 系 統 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １ ） の 各 チ ャ ネ ル 系 統 は 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の  
上 面 （ 第 １ 層 （ １ ０ ） と は 反 対 側 の 面 ） に 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 の 下 端 面 と 連  
結 さ れ る た め の 基 材 連 結 開 口 部 を 有 し て お り 、 下 面 （ 第 １ 層 （ １ ０ ） 側 の 面 ） に は 、 第 １  
層 （ １ ０ ） の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） と 連 結 さ れ る た め の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 を  
有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の ３ つ の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル 系 統 （ ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ ） は 、 各 系  
統 ２ つ の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 し 、 同 系 統 に 属 す る 減 圧 チ ャ ネ ル の 基 材 連 結 開 口 部 及 び 減 圧 チ  
ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 上 面 及 び 下 面 で 点 対 称 （ 互 い に １ ８ ０  
° 離 れ た 位 置 ） に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ３ つ の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル 系 統 （ ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ ） の 基 材 連 結 開 口 部 は 、 い ず  
れ も 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 軸 か ら の 距 離 が 等 し い 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 外 周 付 近 に 開 口 し て い  
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 ３ つ の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル 系 統 （ ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結  
開 口 部 は 、 系 統 ご と に 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 軸 か ら の 距 離 が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 第 ２  
の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統 （ ２ １ ａ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 下 面 の  
う ち の 、 基 材 連 結 開 口 部 に 対 応 す る 位 置 に 開 口 し て い る 。 ま た 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系  
統 （ ２ １ ｂ ） は 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 上 面 の 基 材 連 結 開 口 部 か ら 半 径 方 向 内 側 に 延 び て 、 そ  
の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 下 面 の う ち の 、 基 材 連 結 開 口 部 に 対 応 す  
る 位 置 か ら 少 し 半 径 方 向 内 側 に 寄 っ た 位 置 に 開 口 し て い る 。 更 に 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ  
系 統 （ ２ １ ｃ ） は 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 上 面 の 基 材 連 結 開 口 部 か ら 半 径 方 向 の 更 に 内 側 に 延  
び て 、 そ の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 下 面 の う ち の 、 基 材 連 結 開 口 部  
に 対 応 す る 位 置 か ら 更 に 半 径 方 向 内 側 に 寄 っ た 位 置 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ こ で 、 第 １ 層 （ １ ０ ） 及 び 第 ２ 層 （ ２ ０ ） を 同 軸 に 積 層 し た と き 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） が  
有 す る 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統 （ ２ １ ａ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 の 、 第 ２ 層 （ ２ ０  
） の 軸 か ら の 距 離 は 、 第 １ 層 （ １ ０ ） が 有 す る 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統 （ １ １ ａ ） の 弧  
状 開 口 部 の 弧 の 半 径 と 一 致 す る 。 ま た 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統 （ ２ １ ｂ ） の 減 圧 チ ャ  
ネ ル 連 結 開 口 部 の 軸 か ら の 距 離 は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統 （ １ １ ｂ ） の 弧 状 開 口 部 の  
弧 の 半 径 と 一 致 す る 。 更 に 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統 （ ２ １ ｃ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開  
口 部 の 軸 か ら の 距 離 は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統 （ １ １ ｃ ） の 弧 状 開 口 部 の 弧 の 半 径 と  
一 致 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 １ 層 （ １ ０ ） 及 び 第 ２ 層 （ ２ ０ ） を 同 軸 に 積 層 し て 、 第 ２ 層  
（ ２ ０ ） を 第 １ 層 （ １ ０ ） に 対 し て 相 対 的 に 回 転 さ せ た と き 、
　 　 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統 （ ２ １ ａ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ  
ネ ル Ａ 系 統 （ １ １ ａ ） の 弧 状 開 口 部 に 沿 っ て 移 動 し 、
　 　 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統 （ ２ １ ｂ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ  
ネ ル Ｂ 系 統 （ １ １ ｂ ） の 弧 状 開 口 部 に 沿 っ て 移 動 し 、
　 　 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統 （ ２ １ ｃ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ  
ネ ル Ｃ 系 統 （ １ １ ｃ ） の 弧 状 開 口 部 に 沿 っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ し て 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） が 第 １ 層 （ １ ０ ） に 対 し て 相 対 的 に 回 転 し た と き に 、 第 ２ の 減  
圧 チ ャ ネ ル （ ２ １ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 が 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） の 弧 状 開 口  
部 の 開 口 領 域 に あ る と き に は 、 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 弧 状 開 口 部 に 沿 っ て 移 動 し て 、  
両 者 は 連 結 さ れ て い る が 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 が 第 １ の 減 圧 チ  
ャ ネ ル の 弧 状 開 口 部 の 開 口 領 域 を 外 れ る と 、 両 者 の 連 結 は 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 し た が っ て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） を 用 い 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置  
工 程 の 実 施 位 置 及 び 次 工 程 の 実 施 位 置 を 、 そ れ ぞ れ 、 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） の 第 １ 層 （  
１ ０ ） の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） の 弧 状 開 口 部 の 両 端 の 近 傍 に 配 置 す る こ と に よ り 、  
（ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 後 の 基 材 に 対 す る 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 及 び （ Ｃ ） 移 送 工 程 を 、  
同 時 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 す な わ ち 、 例 え ば 、 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） の 第 １ 層 （ １ ０ ） を 固 定 し 、 第 ２ 層 （ ２ ０  
） の 第 １ 層 （ １ ０ ） に 対 す る 相 対 的 な 回 転 を 継 続 し て 行 う 。 こ の 状 態 で 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載  
置 工 程 後 の 基 材 を 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 基 材 連 結 開 口 部 上 に 受 け 取 っ て 回 転 す る と 、 基 材 は  
、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 の 実 施 位 置 か ら 次 工 程 の 実 施 位 置 ま で 移 送 さ れ る の で 、 （ Ｃ ） 移  
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送 工 程 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 こ の 間 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １ ） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口  
部 は 、 第 １ 層 （ １ ０ ） の 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） の 弧 状 開 口 部 の 開 口 領 域 に あ る の で  
、 減 圧 ポ ン プ に よ っ て 発 生 し た 減 圧 は 、 減 圧 ポ ン プ 連 結 路 、 ポ ン プ 連 結 開 口 部 、 第 １ の 減  
圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） 、 弧 状 開 口 部 、 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １  
） 、 及 び 基 材 連 結 開 口 部 を 介 し て 基 材 の 下 端 面 に 印 加 さ れ る の で 、 （ Ｂ ） 吸 引 コ ー ト 工 程  
が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 そ し て 、 基 材 が 次 工 程 実 施 位 置 の 近 傍 ま で 至 っ た と き に は 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １  
） の 減 圧 チ ャ ネ ル 連 結 開 口 部 は 、 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） の 弧 状 開 口 部 の 弧 形 の 領 域  
か ら 外 れ 、 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２ １ ） と 第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） と の 連 結 は 解 除 さ  
れ る 。 こ れ に よ り 、 基 材 の 下 端 面 へ の 減 圧 印 加 も 解 消 さ れ て 、 （ Ｃ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 は 終  
了 さ れ る 。 ま た 、 こ の 時 点 で 、 （ Ｂ ） 移 送 工 程 も 終 了 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 基 材 を 次 工 程 に 受 け 渡 し た 後 も 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 回 転 は 継 続 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １  
の 減 圧 チ ャ ネ ル （ １ １ ） と の 連 結 が 解 除 さ れ 、 減 圧 状 態 を 脱 し た 第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル （ ２  
１ ） は 、 基 材 連 結 開 口 部 が 空 い た 状 態 で 、 （ Ａ ） 塗 工 液 載 置 工 程 の 実 施 位 置 の 近 傍 に 戻 り  
、 次 の 基 板 の （ Ｂ ） 移 送 工 程 及 び （ Ｃ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 に 備 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） は 、 ３ 系 統 の 減 圧 チ ャ ネ ル を 有 し 、 そ れ ぞ れ 別 個 の 減 圧 ポ ン プ  
に 連 結 さ れ て 、 そ れ ぞ れ 個 別 の 減 圧 状 態 を 保 持 で き る か ら 、 １ つ の 基 材 の （ Ｂ ） 移 送 工 程  
及 び （ Ｃ ） 吸 引 コ ー ト 工 程 の 完 了 を 待 た ず に 、 次 の 基 材 の （ Ｂ ） 移 送 工 程 及 び （ Ｃ ） 吸 引  
コ ー ト 工 程 を 開 始 す る こ と が で き 、 効 率 の よ い 工 程 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ 層 （ ２ ０ ） の 回 転 速 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 （ Ｂ ） 移 送 工 程 及 び （ Ｃ ） 吸  
引 コ ー ト 工 程 の 所 要 時 間 を 調 節 す る こ と が で き る の で 、 移 送 吸 引 装 置 （ １ ０ ０ ） は 、 塗 工  
液 載 置 後 の 所 定 の 吸 引 時 間 が 異 な る プ ロ セ ス に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 １ ０     第 １ 層
　 １ １     第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル
　 １ １ ａ     第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統
　 １ １ ｂ     第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統
　 １ １ ｃ     第 １ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統
　 １ ２ ａ     減 圧 ポ ン プ 連 結 路 Ａ 系 統
　 １ ２ ｂ     減 圧 ポ ン プ 連 結 路 Ｂ 系 統
　 １ ２ ｃ     減 圧 ポ ン プ 連 結 路 Ｃ 系 統
　 ２ ０     第 ２ 層
　 ２ １     第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル
　 ２ １ ａ     第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ａ 系 統
　 ２ １ ｂ     第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｂ 系 統
　 ２ １ ｃ     第 ２ の 減 圧 チ ャ ネ ル Ｃ 系 統
　 １ ０ ０     移 送 吸 引 装 置
　 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３     減 圧 ポ ン プ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

JP 7624912 B2 2025.1.31(15)

フロントページの続き

(72)発明者　 大賀  剛治
静岡県掛川市千浜７８００番地  株式会社キャタラー内

(72)発明者　 岡田  裕己
静岡県掛川市千浜７８００番地  株式会社キャタラー内

(72)発明者　 高橋  正樹
静岡県掛川市千浜７８００番地  株式会社キャタラー内

審査官　 安齋  美佐子
(56)参考文献 国際公開第２０１０／１１４１３２（ＷＯ，Ａ１）

特開昭５１－０７９６９２（ＪＰ，Ａ）
米国特許第０３９５９５２０（ＵＳ，Ａ）
特開２０１８－０１５７０４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ０１Ｊ    ２１／００－３８／７４
Ｂ０５Ｃ      １／００－２１／００
Ｂ３２Ｂ      ３／１２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

